



























































Significance of the period for integrated study from the viewpoint
of the classroom management
－On the practice of Five years' Period for integrated study
"way of a Furusato"－
Naoki HIDA and Ken-ichi MATSUMOTO
キーワード：総合的な学習の時間，学級経営，自己評価，生き方































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































無答 分らない 無答 なかなか課題が決まらず、インターネッ
トを眺めていることが多かったが、長沢
探検で、自分の家（寺）が650年前から
あると聞き、校区の歴史に興味をもつよ
うになった。
33
学習を始める前は、古里校区のことをどこ
にでもある普通の町だと思っていたけど、今
は、自然や文化を大事にする町だと思ってい
る。
藤谷さんが、かげで白鳥のこ
とを思いやり、お世話していた
こと。
毎年、白鳥がくるのを当たり
前と思っていたけど、藤谷さん
のおかげで、毎年きれいな白鳥
を見られると思う。
最初は、普通の校区だと考えていたが、
白鳥が来る山田川の清掃をしている人の
生き方に触れる中で、地道に活動する人
への感謝の気持ちと、自然や文化を大事
にするという校区へのイメージを高めた。
34
学習を始める前は、古里校区のことを田舎
でじみで、特に目立たない校区だなあと思っ
ていたけど、今は、地域の人がとても元気で
明るくやさしい校区だと思っています。今やっ
ているプラス１活動のあいさつも、最初は
「おはよう」と言ってくれるだけだったけど、
だんだん「今日寒いよ、かぜひかないように
してね」と話しかけてくれてうれしかったで
す。だから、地域の人がとても仲良しな校区
で地域の人がとても元気で明るくやさしい校
区だと思っている。
プラス１で、あいさつをして
いたら話しかけてくれたこと、
長沢探検でたたみやさんが、
「ファボーレとかができて、あ
んまりはん盛しなくなったけど、
長年来てくれる人や知り合いで、
いつも来てくれる人がいるから
お店を続けている」と言ってお
られたから。
前は、大きい建物があって、
にぎやかな校区がいいなと思った
けど、今は、地域の人が笑顔で
明るく元気でいてくれること、人と
の付き合いが大切なんだなあと思
いました。
最初は、大きな建物など、都会的なに
ぎやかさを求めていたが、長沢探検で、
地域の人の思いを知ることを通して、人
との付き合いや地域の人の明るい笑顔が
大切だと感じるようになった。
35
学習を始める前は、古里校区のことを田舎
だなと思っていたけど、今は、町中がきれい
になってきて安全だなと思っている。
山本さんにインタビューした
ら、新道ができて人通りがすく
なくなったけど、事故が減って
よかったといっておられたこと。
ぼくは、田舎でいいなと思っ
ていたけど、もっともっとがんばる
ことが大切なんだなと思うようになっ
た。
新道に寸断された立ち入り禁止の道に
ついて調べる中で、校区の人の思いが多
様にあることを知った。色々な人の思い
を考慮して、町をつくっていくことの大
切さを感じるようになった。
36
学習を始める前は、古里校区のことを田舎
になってほしいと思っていたけど、今も、田
舎になってほしいと思っている。
分からない。 ぼくは、今も田舎になってほ
しいと思っています。
新道ができる前と後で、地域の方がど
んな思いをもっているのかを意欲的に調
べた。その中で、今ある自然を大切にし
たいという思いを深めた。
